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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　銅導体と接触している絶縁組成物を含有するワイヤー又はケーブルであって、該絶縁組
成物が、
　ａ．エチレンビニルアセテートを含むポリオレフィン；
　ｂ．２，２’－オキサミドビス［エチル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒ
ドロキシフェニル）プロピオネート］およびオキサリルビス（ベンジリデンヒドラジド）
の少なくとも一方から選択される、金属不活性化剤；
　ｃ．ヒンダードフェノール酸化防止剤を含む一次酸化防止剤；および
　ｄ．チオシネルギスト（thiosynergist）を含む二次酸化防止剤
を含み、
　該組成物が架橋されている、前記ワイヤー又はケーブル。
【請求項２】
　前記ヒンダードフェノール酸化防止剤が、ペンタエリトリチル－テトラキス［３－（３
，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］を含む、請求
項１に記載のワイヤー又はケーブル。
【請求項３】
　前記チオシネルギストが、ペンタエリトリトールテトラキス（β－ラウリルチオプロピ
オネート）を含む、請求項１または２に記載のワイヤー又はケーブル。
【請求項４】
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　前記金属不活性化剤が、前記ポリオレフィンの１００重量部あたり０．０５から１０重
量部で含まれる、請求項１から３のいずれかに記載のワイヤー又はケーブル。
【請求項５】
　前記ヒンダードフェノール酸化防止剤が、前記ポリオレフィンの１００重量部あたり０
．０５から１０重量部で含まれる、請求項１に記載のワイヤー又はケーブル。
【請求項６】
　前記チオシネルギストが、前記ポリオレフィンの１００重量部あたり０．０５から３０
重量部で含まれる、請求項１から５のいずれかに記載のワイヤー又はケーブル。
【請求項７】
　前記ポリオレフィンの１００重量部あたり０．０５から１０重量部で含まれる光安定剤
をさらに含む、請求項１から６のいずれかに記載のワイヤー又はケーブル。
【請求項８】
　ヒンダードアミン光安定剤をさらに含む、請求項１から７のいずれかに記載のワイヤー
又はケーブル。
【請求項９】
　前記光安定剤が、１，６－ヘキサンジアミン，Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジニル）－ポリマーと２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリ
アジンとＮ－ブチル－１－ブタンアミンとＮ－ブチル－２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジンアミンとの反応生成物を含む、請求項８に記載のワイヤー又はケーブル。
【請求項１０】
　前記組成物が、ＩＳＯ　６７２２またはＬＶ－１１２熱老化法の少なくとも一方によっ
て評価したとき、金属不活性化剤を含まない組成物と比較して改善された耐熱老化性を有
する、請求項１から９のいずれかに記載のワイヤー又はケーブル。
【請求項１１】
　架橋剤をさらに含む、請求項１０に記載のワイヤー又はケーブル。
【請求項１２】
　ａ．エチレンビニルアセテートを含むポリオレフィンと、ヒンダードフェノール酸化防
止剤を含む一次酸化防止剤と、チオシネルギスト（thiosynergist）を含む二次酸化防止
剤と、２，２’－オキサミドビス［エチル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒ
ドロキシフェニル）プロピオネート］およびオキサリルビス（ベンジリデンヒドラジド）
の少なくとも一方から選択される金属不活性化剤とをブレンドして、組成物を成形するこ
と；
　ｂ．導体の周囲に、その組成物を、所望の形に成形すること；及び
　ｃ．前記組成物を架橋すること
を含む、絶縁されたワイヤー又はケーブルの製造方法。
【請求項１３】
　前記成形が、組成物の押出成形を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記成形が、組成物の鋳型成形を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ヒンダードフェノール酸化防止剤が、ペンタエリトリチル－テトラキス［３－（３
，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］を含む、請求
項１２から１４のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　前記チオシネルギストが、ペンタエリトリトールテトラキス（β－ラウリルチオプロピ
オネート）を含む、請求項１２から１５のいずれかに記載の方法。
【請求項１７】
　前記金属不活性化剤が、前記ポリオレフィンの１００重量部あたり０．０５から１０重
量部で含まれる、請求項１２から１６のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】



(3) JP 5130452 B2 2013.1.30

10

20

30

40

50

　前記ヒンダードフェノール酸化防止剤が、前記ポリオレフィンの１００重量部あたり０
．０５から１０重量部で含まれる、請求項１２から１４のいずれかに記載の方法。
【請求項１９】
　前記チオシネルギストが、前記ポリオレフィンの１００重量部あたり０．０５から３０
重量部で含まれる、請求項１２から１８のいずれかに記載の方法。
【請求項２０】
　前記ポリオレフィンの１００重量部あたり０．０５から１０重量部で含まれる光安定剤
をさらに含む、請求項１２から１９のいずれかに記載の方法。
【請求項２１】
　前記組成物が、ＩＳＯ　６７２２またはＬＶ－１１２熱老化法の少なくとも一方によっ
て評価したとき、金属不活性化剤を含まない組成物と比較して改善された耐熱老化性を有
する、請求項１２から２０のいずれかに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、金属製品を保護または絶縁するための組成物、より詳細には、絶縁ケーブル
およびワイヤーにおいて使用するための組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ケーブルおよびワイヤーは、自動車、トラックおよび他の乗り物を製造する際に広範に
使用される。こうしたケーブルおよびワイヤーは、長期間にわたって高温に曝され、それ
故、良好な耐熱老化性能を有する絶縁体が求められる。
【０００３】
　長期間熱に対して安定であるようにケーブル絶縁体を安定化することは、その絶縁体が
銅線と接触している場合、非常に難しい。ボンネットの下およびエンジンコンパートメン
トの周囲で発生する熱は、銅線の絶縁体に使用されている１つまたはそれ以上のポリマー
の劣化加速の原因となり得る。自動車用ケーブル業界では、定格温度での長期熱老化に合
格する自動車用ケーブル絶縁体を求める傾向が増している。例えば、ＩＳＯ－６７２２：
２００　２（Ｅ）またはＬＶ－１１２：１７．１０．２００１は、各々、Ｃクラスの自動
車用ケーブルについて、１２５℃で３０００時間の耐熱老化性、１５０℃で２４０時間の
耐熱老化性を求めている。加えて、銅は、熱を発生するばかりでなく、絶縁体に使用され
ているポリマーの劣化を触媒する。他の金属、例えばアルミニウムも、ポリマーの劣化を
触媒するが、一般には銅よりずっと遅い。
【０００４】
　自動車用ケーブルのための以前の絶縁体は、様々な酸化防止剤を含んでいた。例えば、
１つまたはそれ以上のヒンダードフェノールおよびペンタエリトリトールベータアルキル
チオプロピオネート（Ｓｅｅｎｏｘ（登録商標）４１２Ｓ）から成る酸化防止剤パッケー
ジが、銅導体の良好な耐熱安定性および非変色性をもたらすために使用されている。加え
て、ワイヤーおよびケーブル絶縁体に、２つの酸化防止剤、ヒンダードフェノールおよび
亜鉛－メルカプトトルイミダゾールが併用されている。これらの先行絶縁体が存在するの
ではあるが、ワイヤーおよびケーブル絶縁体の改善された耐熱性能に対する一般的な業界
の要求が、いまだ存在する。
【０００５】
　上述の件を考慮すると、改善された長期耐熱老化性、耐熱性能および保色性を有する組
成物が望ましい。上記特性を有する絶縁体である、ワイヤーまたはケーブル用の絶縁体、
ならびにそれらの絶縁体の製造方法も、望ましいことであろう。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本開示の終わりに記載する特許請求の範囲により定義される本発明は、上述の問題の少
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なくとも一部を解決するためのものである。ポリマーと、一次酸化剤と、二次酸化剤と、
２，２’－オキサミドビス［エチル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキ
シフェニル）プロピオネート］およびオキサリルビス（ベンジリデンヒドラジド）の少な
くとも一方から選択される金属不活性化剤とを含む組成物を提供する。一実施形態におい
て、前記一次酸化防止剤は、ヒンダードフェノールである。他の実施形態において、前記
二次酸化防止剤は、チオシネルギスト（thiosynertist）である。ヒンダードアミン光安
定剤も本組成物に含めることができる。前記金属不活性化剤、一次段化剤および任意のヒ
ンダードアミン光安定剤は、本組成物が長期耐熱性および保色性を有するように、前記ポ
リマーを安定させる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　ワイヤーまたはケーブル用の絶縁体も提供する。本絶縁体は、ポリマーと、一次酸化剤
と、二次酸化剤と、２，２’－オキサミドビス［エチル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブ
チル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］およびオキサリルビス（ベンジリデン
ヒドラジド）の少なくとも一方から選択される金属不活性化剤とを含む組成物を含む。一
実施形態において、前記一次酸化防止剤は、ヒンダードフェノールである。他の実施形態
において、前記二次酸化防止剤は、チオシネルギストである。任意の光安定剤をこの組成
物に添加することができる。
【０００８】
　絶縁体の製造方法も提供する。ポリマーと、一次酸化剤と、二次酸化剤と、２，２’－
オキサミドビス［エチル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）プロピオネート］およびオキサリルビス（ベンジリデンヒドラジド）の少なくとも一方
から選択される金属不活性化剤とをブレンドする。ワイヤーまたはケーブルなどの導体の
周囲に、この組成物を、所望の形に成形する。成形した組成物を架橋してもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の実施形態を詳細に説明する前に、以下の詳細な説明が、本発明を実施すること
ができる特定の実施形態を説明するものであることを理解しなければならない。当業者が
本発明を実施することができるように、十分詳細にこれらの実施形態を説明する。他の実
施形態を用いることができること、ならびに本発明の精神および範囲を逸脱することなく
構造の変更、論理上の変更および他の変更を行うことができることを理解しなければなら
ない。
【００１０】
　本発明の１つの態様は、ポリマーと、一次酸化防止剤と、二次酸化防止剤と、金属不活
性化剤とを含む組成物である。本発明の一実施形態において、前記一次酸化剤は、ヒンダ
ードフェノールを含む。本発明の他の実施形態において、前記二次酸化剤は、チオシネル
ギストを含む。
【００１１】
　本発明者らは、驚くべきことに、２つの金属不活性化剤の方が、長期熱老化に対するポ
リマー安定化および組成物の色の保持に関して、ニューヨーク、タリータウンのＣｉｂａ
　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　ＣｈｅｍｉｃａｌｓからＩｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０２４と
して市販されている１，２－ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒド
ロシンナモイル）ヒドラジン（ＣＡＳ　３２６８７－７８－８）、業界標準、と比較して
より良好に作用することを発見した。その第一の金属不活性化剤は、コネチカット州、ミ
ドルバリーのＣｒｏｍｐｔｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ－Ｕｎｉｒｏｙａｌ　Ｃｈｅｍ
ａｌｓからＮａｕｇａｒｄ（登録商標）ＸＬ－１として市販されている２，２’－オキサ
ミドビス［エチル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロ
ピオネート］（ＣＡＳ　７０３３１－９４－１）であり、本明細書では、ＸＬ－１と呼ぶ
ことがある。第二の金属不活性化剤は、テネシー州、キングポートのＥａｓｔｍａｎ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙからＯＡＢＨとして市販されているオキサリルビス（ベ



(5) JP 5130452 B2 2013.1.30

10

20

30

40

50

ンジリデンヒドラジド）（ＣＡＳ　６６２９－１０－３）である。本発明者らは、本組成
物に光安定剤を添加することにより耐熱安定性を有意に改善できることも発見した。
【００１２】
　これらの利点は、本組成物が銅線、他の熱源、またはポリマーの劣化を触媒する他の材
料と接触する場合、特に重要である。本組成物を用いて製造した、ワイヤーおよびケーブ
ル（例えば、自動車用ケーブル）ならびに他の製品のための絶縁体は、改善された長期耐
熱老化性能を有する。例えば、本発明に従って製造した組成物は、ＩＳＯ　６７２２．２
００　２（Ｅ）による１２５℃で３０００時間の基準を満たす。
【００１３】
　本組成物は、自動車用ワイヤーおよびケーブルのための絶縁体を製造する際に、特に有
用である。本組成物は、銅などの発熱材料と接触している組成物に良好な耐熱性が求めら
れる、他の用途にも使用することができる。
【００１４】
　本発明において使用することができるポリマーとしては、ケーブルまたはワイヤー絶縁
体に使用できるあらゆるポリマーが挙げられる。こうしたポリマーは、好ましくは、耐切
削性および耐摩耗性を有し、可撓性であり、好ましくは、少なくとも少しは弾性である。
本ポリマーは、絶縁体の成形を助長するために熱可塑性であるべきであるが、一部の好ま
しい実施形態では、本ポリマーは、後に架橋されるであろう。代表的なポリマーとしては
、ポリオレフィン、熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）、熱可塑性オレフィン（ＴＰＯ）、
熱可塑性加硫物（ＴＰＶ）、またはこれらのポリマーのブレンドが挙げられる。ポリマー
は、多くの供給業者から市販されている。本発明では、架橋性ポリマーも使用することが
でき、架橋性でないポリマーも使用することができ、それらを併用することもできる。非
架橋性ポリマーを使用する場合には、それらを架橋性のものと併用して、それらのポリマ
ーが少なくとも一部は架橋しているようにする。
【００１５】
　架橋性熱可塑性ポリマーは、好ましくは、ポリオレフィンである。適するポリオレフィ
ンとしては、エチレンポリマー、プロピレンポリマー、およびこれらのブレンドが挙げら
れる。
【００１６】
　エチレンポリマーは、この用語を本明細書において使用する場合、エチレンのホモポリ
マーであるか、エチレンと小率の１つまたはそれ以上のα－オレフィン（３から１２個の
炭素原子、好ましくは４から８個の炭素原子、および場合によってはジエンを有するもの
）とのコポリマーであるか、そうしたホモポリマーとコポリマーの混合物またはブレンド
である。前記混合物は、機械的ブレンドであってもよいし、インサイチューブレンドであ
ってもよい。前記α－オレフィンの例は、プロピレン、１－ブテン、１－ヘキセン、４－
メチル－１－ペンテン、および１－オクテンである。前記ポリエチレンは、エチレンと不
飽和エステル、例えばビニルエステル（例えば、酢酸ビニルまたはアクリル酸もしくはメ
タクリル酸エステル）とのコポリマーであってもよいし、エチレンと不飽和酸、例えばア
クリル酸とのコポリマーであってもよいし、またはエチレンとビニルシラン（例えば、ビ
ニルトリメトキシシランおよびビニルトリエトキシシラン）とのコポリマーであってもよ
い。
【００１７】
　ポリエチレンは、均一ポリエチレンであってもよいし、不均一であってもよい。均一ポ
リエチレンは、通常、１．５から３．５の範囲の多分散性（Ｍｗ／Ｍｎ）および本質的に
均一なコモノマー分布を有し、ならびに示差走査熱量計により測定したとき、単一の比較
的低い融点を特徴とする。不均一ポリエチレンは、通常、３．５より大きい多分散性を有
し、均一なコモノマー分布がない。Ｍｗは、重量平均分子量と定義され、Ｍｎは、数平均
分子量と定義される。
【００１８】
　ポリエチレンは、１立方センチメートルあたり０．８６０から０．９６５グラムの範囲
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の密度を有することができ、好ましくは、１立方センチメートルあたり０．８７０から０
．９５５グラムの密度を有することができる。これらは、１０分あたり０．１から５０グ
ラムの範囲のメルトインデックスも有することができる。ポリエチレンが、ホモポリマー
である場合、そのメルトインデックスは、好ましくは、１０分あたり０．７５から３グラ
ムの範囲である。メルトインデックスは、ＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８、Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ
　Ｅに従って決定され、１９０℃および２１６０グラムで測定される。
【００１９】
　低または高圧法により、ポリエチレンを製造することができる。これらは、従来の技法
により、気相法または液相法（すなわち、溶液もしくはスラリー法）で製造することがで
きる。低圧法は、一般に、１平方インチあたり（「ｐｓｉ」）１０００ポンド未満の圧力
で操作され、これに対して高圧法は、一般に、１５，０００ｐｓｉより高い圧力で操作さ
れる。
【００２０】
　これらのポリエチレンを作製するための代表的な触媒系としては、マグネシウム／チタ
ン系の触媒系、バナジウム系の触媒系、クロム系の触媒系、メタロセン触媒系、および他
の遷移金属触媒系が挙げられる。これらの触媒系の多くは、多くの場合、チーグラー・ナ
ッタ触媒系またはフィリップス触媒系と呼ばれる。有用な触媒系としては、シリカ－アル
ミナ支持体に担持された酸化クロムまたはモリブデンを使用する触媒が挙げられる。
【００２１】
　有用なポリエチレンとしては、高圧法によって製造される低密度ホモポリマー（ＨＰ－
ＬＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、超低密度ポリエチレン（ＶＬＤＰ
Ｅ）、超超低密度ポリエチレン（ＵＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、高密
度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）およびメタロセンコポリマーが挙げられる。
【００２２】
　高圧法は、一般に、フリーラジカル重合であり、管型反応器または攪拌式オートクレー
ブにおいて行われる。管型反応器の場合、圧力は、２５，０００から４５，０００ｐｓｉ
の範囲内であり、温度は、２００から３５０℃の範囲である。攪拌式オートクレーブの場
合、圧力は、１０，０００から３０，０００ｐｓｉの範囲であり、温度は、１７５から２
５０℃の範囲である。
【００２３】
　好ましいポリマーは、エチレンおよび不飽和エステルまたは酸から成るコポリマーであ
り、これは、周知であり、また従来の高圧技法により作製することができる。前記不飽和
エステルは、アルキルアクリレート、アルキルメタクリレート、またはビニルカルボキシ
レートであり得る。前記アルキル基は、１から８個の炭素原子を有することができ、好ま
しくは、１から４個の炭素原子を有する。前記カルボキシレート基は、２から８個の炭素
原子を有することができ、好ましくは２から５個の炭素原子を有する。コポリマーの中の
エステルコモノマーに帰属する部分は、そのコポリマーの重量を基準にして５から５０重
量パーセントの範囲であり得る。前記アクリレートおよびメタクリレートの例は、エチル
アクリレート、メチルアクリレート、メチルメタクリレート、ｔ－ブチルアクリレート、
ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、および２－エチルヘキシルアクリ
レートである。前記ビニルカルボキシレートの例は、ビニルアセテート、ビニルプロピオ
ネート、およびビニルブタノエートである。前記不飽和酸の例としては、アクリル酸また
はメタクリル酸が挙げられる。
【００２４】
　前記エチレン／不飽和エステルコポリマーまたはエチレン／不飽和酸コポリマーのメル
トインデックスは、１０分あたり０．５から５０グラムの範囲であり得、好ましくは、１
０分あたり２から２５グラムの範囲である。
【００２５】
　エチレンとビニルシランのコポリマーも使用することができる。適するシランの例は、
ビニルトリメトキシシランおよびビニルトリエトキシシランである。こうしたポリマーは
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、一般に、高圧法を用いて製造される。こうしたエチレンビニルシランコポリマーの使用
は、湿気架橋性組成物が望まれる場合に望ましい。場合によっては、湿気架橋性組成物は
、ビニルシランがグラフトされたポリエチレンをフリーラジカル開始剤の存在下で使用す
ることによって得ることができる。シラン含有ポリエチレンを用いる場合、配合物に架橋
触媒（例えば、ジブチル錫ジラウレートもしくはドデシルベンゼンスルホン酸）、または
別のルイスもしくはブレンステッド酸もしくは塩基触媒を含めることが望ましいこともあ
る。
【００２６】
　前記ＶＬＤＰＥまたはＵＬＤＰＥは、エチレンと１つまたはそれ以上のα－オレフィン
（３から１２個の炭素原子、好ましくは３から８個の炭素原子を有するもの）とのコポリ
マーであり得る。前記ＶＬＤＰＥまたはＵＬＤＰＥの密度は、１立方センチメートルあた
り０．８７０から０．９１５グラムの範囲であり得る。前記ＶＬＤＰＥまたはＵＬＤＰＥ
のメルトインデックスは、１０分あたり０．１から２０グラムの範囲であることができ、
好ましくは、１０分あたり０．３から５グラムの範囲である。前記ＶＬＤＰＥまたはＵＬ
ＤＰＥの中のエチレン以外のコモノマー（単数または複数）に帰属する部分は、そのコポ
リマーの重量を基準にして１から４９重量パーセントの範囲であることができ、好ましく
は、１５から４０重量パーセントの範囲である。
【００２７】
　第三のコモノマー、例えば、別のα－オレフィンまたはジエン（例えば、エチリデンノ
ルボルネン、ブタジエン、１，４－ヘキサジエンもしくはジシクロメンタジエン）を含め
ることができる。エチレン／プロピレンコポリマーは、一般にＥＰＲと呼ばれ、エチレン
／プロピレン／ジエンターポリマーは、一般にＥＰＤＭと呼ばれる。この第三コモノマー
は、そのコポリマーの重量を基準にして１から１５重量パーセントで存在することができ
、好ましくは、１から１０重量パーセントの量で存在する。コポリマーが、エチレンを含
めて２つまたは３つのコモノマーを含有することが好ましい。
【００２８】
　前記ＬＬＤＰＥは、同じく線状であるが、１立方メートル当たり０．９１６から０．９
２５グラムの範囲の密度を有するＶＬＤＰＥ、ＵＬＤＰＥおよびＭＤＰＥを包含し得る。
それは、エチレンと１つまたはそれ以上のα－オレフィン（３から１２個の炭素原子、好
ましくは、３から８個の炭素原子を有するもの）とのコポリマーであり得る。そのメルト
インデックスは、１０分あたり１から２０グラムの範囲であることができ、好ましくは、
１０分あたり３から８グラムの範囲である。
【００２９】
　あらゆるポリプロピレンをこれらの組成物に使用することができる。例としては、プロ
ピレンのホモポリマー、プロピレンと他のオレフィンとのコポリマー、およびプロピレン
とエチレンとジエン（例えば、ノルボルナジエンおよびデカジエン）とのターポリマーが
挙げられる。加えて、これらのポリプロピレンは、分散されていてもよいし、ＥＰＲまた
はＥＰＤＭなどの他のポリマーとブレンドされていてもよい。ポリプロピレンの例は、Po
lypropylene Handbook: Polymerization, Characterization, Properties, Processing, 
Applications 3-14, 113-176 (E. Moore, Jr. ed., 1996)に記載されている。
【００３０】
　適するポリプロピレンは、ＴＰＥ、ＴＰＯおよびＴＰＶの成分であり得る。これらのポ
リプロピレン含有ＴＰＥ、ＴＰＯおよびＴＰＶを本出願において使用することができる。
【００３１】
　非メタロセンとメタロセンは両方とも、本発明におけるポリマーとして使用することが
できる。メタロセンポリマーは、本絶縁体の機械特性のバランスをとるために使用するこ
とができる。
【００３２】
　一次酸化防止剤は、主として、連鎖破壊型酸化防止剤として作用し、ペルオキシラジカ
ルまたは他のラジカルと容易に反応する。一次酸化防止剤の例としては、反応性ＯＨまた
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はＮＨ基を有する化合物が挙げられる。その反応性ＯＨ／ＮＨ基からの水素が反応性フリ
ーラジカルに移行することにより、阻害が発生する。この酸化防止剤から作られる、結果
として生じたラジカルは、比較的安定であり、ポリマー鎖から水素を引き抜かない。一次
酸化防止剤としては、ヒンダードフェノールおよびヒンダードアミンが挙げられる。
【００３３】
　ヒンダードフェノールは、水素供与体として作用する一次酸化防止剤である。ヒンダー
ドフェノールは、ペルオキシラジカルと反応してヒドロペルオキシドを形成して、ポリマ
ー骨格からの水素の引き抜きを防止する。本発明での使用に適するヒンダードフェノール
としては、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１０（（ペンタエリトリチル－テトラキス［
３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］）（
ＣＡＳ　６６８３－１９－８））；Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０７６（オクタデシル
－３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート（Ｃ
ＡＳ　２０８３－７９－３））；Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１３３０（１，３，５－ト
リメチル－２，４，６－トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジ
ル）ベンゼン（ＣＡＳ　１７０９－７０－２））；Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）３１１４
（（トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレー
ト）（ＣＡＳ　２７６７６－６２－６））が挙げられる。
【００３４】
　二次酸化防止剤は、ヒドロペルオキシドと反応して、非ラジカル、非反応性生成物、お
よび熱安定性生成物を生じさせる。二次酸化防止剤は、多くの場合、ヒドロペルオキシド
分解剤と呼ばれる。一次酸化防止剤と二次酸化防止剤を一緒に使用すると、それらは、相
乗的安定化効果をもたらす。二次酸化防止剤としては、ホスファイト、ヒンダードアミン
およびチオシネルギストが挙げられる。
【００３５】
　チオシネルギストは、ヒドロペルオキシドを分解する硫黄系の二次酸化防止剤である。
最も一般的な市販のチオシネルギストは、ラウリル酸またはステアリン酸のいずれかに基
づくものである。本発明において使用することができるチオシネルギストとしては、（１
）Ｓｅｅｎｏｘ（登録商標）４１２Ｓ（ペンタエリトリトールテトラキス（Ｂ－ラウリル
チオプロピオネート）（ＣＡＳ　２９５９８－７６－３））、（２）ジステアリル－３，
３’－チオジプロピオネート（ＣＡＳ　６９３－３６－７）、例えば、Ｎａｕｇａｒｄ（
登録商標）ＤＳＴＤＰ（コネチカット州、ミッドバリーのＣｒｏｍｐｔｏｎ　Ｃｏｒｐｏ
ｒａｔｉｏｎ－Ｕｎｉｒｏｙａｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから市販されている）、Ｌｏｗｉｎ
ｏｘ（登録商標）ＤＳＴＤＰ（インディアナ州、インディアナポリスのＧｒｅａｔ　Ｌａ
ｋｅｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されている）、Ｃｙａｎｏ
ｘ　ＳＤＴＰ（コネチカット州、スタンフォードのＣｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　
Ｉｎｃ．から市販されている）およびＩｒｇａｎｏｘ（登録商標）ＰＳ　８０２（ニュー
ヨーク州、テリータウンのＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｉｎｃ
．から市販されている）、（３）ジラウリル－３，３’－チオジプロピオネート（ＣＡＳ
　１２３－２８－４）、例えば、Ｎａｕｇａｒｄ（登録商標）ＤＬＴＤＰ、Ｌｏｗｉｎｏ
ｘ（登録商標）ＤＬＴＤＰ、Ｃｙａｎｏｘ　ＬＤＴＰおよびＩｒｇａｎｏｘ（登録商標）
ＰＳ８００が挙げられる。金属不活性化剤は、金属表面および極微量の金属材料の触媒作
用を抑制する。金属不活性化剤は、極微量の金属および金属表面を不活性化形態に変換す
る。これは、有益である。金属イオンは、例えば、銅線などの金属と接触するポリマーの
劣化加速の原因となり得るからである。
【００３６】
　一次および二次酸化防止剤、ならびに金属不活性化剤の他の例は、当業者には周知であ
り、一部は、「Plastics Additives Handbook: Stabilizers, Processing AIDS, Plastic
izers, Fillers, Reinforcements, Colorants for Thermoplastics」by H. Muller, P. P
. Klemchuk, R. Gachter, Peter P. Klemchuk, H. Andreas, Hanser Gardner Publicatio
ns, 1993 (ISBN: 1569901538)において見出すことができる。
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【００３７】
　本発明者らは、驚くべきことに、２つの金属不活性化剤のほうが、長期熱老化に対する
ポリマー安定化および組成物の色の保持に関して、ニューヨーク、タリータウンのＣｉｂ
ａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　ＣｈｅｍｉｃａｌｓからＩｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０２４
として市販されている１，２－ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒ
ドロシンナモイル）ヒドラジン（ＣＡＳ　３２６８７－７８－８）、業界標準、と比較し
てより良好に作用することを発見した。その第一の金属不活性化剤は、コネチカット州、
ミドルバリーのＣｒｏｍｐｔｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ－Ｕｎｉｒｏｙａｌ　Ｃｈｅ
ｍａｌｓからＮａｕｇａｒｄ（登録商標）ＸＬ－１として市販されている２，２’－オキ
サミドビス［エチル３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオネート］（ＣＡＳ　７０３３１－９４－１）であり、本明細書では、ＸＬ－１とも
呼ぶ。第二の金属不活性化剤は、テネシー州、キングポートのＥａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙからＯＡＢＨとして市販されているオキサリルビス（ベンジリ
デンヒドラジド）（ＣＡＳ　６６２９－１０－３）である。ＯＡＢＨは、ポリプロピレン
およびポリエチレンなどのポリマーに卓越した安定性をもたらす銅不活性化剤である。Ｏ
ＡＢＨは、そうしなければポリマーの酸化の原因となる様々な銅塩をキレート化／不活性
化することにより機能する。
【００３８】
　本発明者らは、本組成物にヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）を添加することによ
り耐熱安定性を有意に改善できることも発見した。ＨＡＬＳは、ＵＶ線の有害作用に対し
て有機金属を安定させることにより作用する。具体例としてのＨＡＬＳとしては、Ｃｈｉ
ｍａｓｓｏｒｂ　２０２０（ＣＡＳ　１９２２６８－６４－７）が挙げられるが、これに
限定されない。本組成物において使用することができるさらなるＨＡＬＳは、例えば、米
国特許第４，７２１，５３１号（これは、本明細書に参考として組み込まれる）に記載さ
れている。ヒンダードアミン光安定剤は、例えば、２，２，６，６－テトラアルキルピペ
リジンの誘導体または置換ピペリジンジオンであってもよい。本組成物において有用な多
数のＨＡＬＳが、例えば、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｃ．
から一般商品呼称ＴｉｎｕｖｉｎおよびＣｈｉｍａｓｓｏｒｂで、ならびにＣｙｔｅｃか
ら一般呼称Ｃｙａｓｏｒｂ－ＵＶで市販されている。例としては、Ｔｉｎｕｖｉｎ　１１
１（１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリアミン，Ｎ，Ｎ’－［ｌ，２－エタンジ
イルビス［［［４，６－ビス［ブチル（ｌ，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリ
ジニル）アミノ］－ｌ，３，５－トリアジン－２－イル］イミノ］－３，１プロパンジイ
ル］］－ビス［Ｎ，Ｎ’－ジブチル－Ｎ，Ｎ’－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチ
ル－４－ピペリジニル）－と、４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－１－ピ
ペリジンエタノールとジメチルコハク酸のポリマーとの混合物）；Ｔｉｎｕｖｉｎ　１２
３（ビス－（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）
セバケート）；Ｔｉｎｕｖｉｎ　７７０（ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジニル）－セバケート）；Ｔｉｎｕｖｉｎ　７６５（ビス－（１，２，２，６，６
－ペンタメチル－４－ピペリジニル）－セバケート）；Ｔｉｎｕｖｉｎ　６２２（４－ヒ
ドロキシ－２，２，６，６，－テトラメチル－１－ピペリジンエタノールを有するジメチ
ルスクシネートポリマー）；ならびにＣｈｉｍａｓｓｏｒｂ　９４４（ポリ［［６－（１
，１，３，３－テトラメチルブチル）アミノ］－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイ
ル］［［２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ］］ヘキサメチレン（
２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ］］）、およびＣｈｉｍａｓｓ
ｏｒｂ　１１９（１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリアミン－Ｎ，Ｎ’－［１，
２－エタンジイルビス［［［４．６－ビス［ブチル（１，２，２，６，６－ペンタメチル
－４－ピペリジニル）アミノ］－１，３，５－トリアジン－２－イル］イミノ］－３，１
プロパンジイル］］－ビス［Ｎ，Ｎ’－ジブチル－Ｎ，Ｎ’－ビス（１，２，２，６，６
－ペンタメチル－４－ピペリジニル）；およびＣｈｉｍａｓｓｏｒｂ　２０２０（ＣＡＳ
　１９２２６８－６４－７）が挙げられる。
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【００３９】
　追加成分、例えば、難燃剤（例えば、アルミニウム・三水和物としても知られている水
酸化アルミニウム）、充填剤、加工助剤、金属酸化物（例えば、酸化亜鉛）、硬化助剤（
例えば、ペンシルバニア州、エクストンのＳａｒｔｏｍｅｒ　ＣｏｍｐａｎｙからＳａｒ
ｔｏｍｅｒ　ＳＲ　３５０として入手できる、１，３－プロパンジオール、２－エチル－
２－ヒドロキシメチル－、トリメタクリレート（ＣＡＳ　３２９０－９２－４））、カッ
プリング剤（例えば、ビニルトリエトキシシラン、ステアリン酸亜鉛）、および過酸化物
（例えば、α，α’－ビス（ｔ－ブチルペルオキシ）ジイソプロピルベンゼン）も、本組
成物に含めることができる。
【００４０】
　一実施形態において、前記ヒンダードフェノールおよびチオシネルギストは、それぞれ
、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１０およびＳｅｅｎｏｘ（登録商標）４１２Ｓである
。金属不活性化剤、ヒンダードフェノールおよびチオシネルギストの具体例としての組み
合わせは、ＸＬ－１、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１０およびＳｅｅｎｏｘ（登録商
標）４１２Ｓである。金属不活性化剤、ヒンダードフェノール、チオシネルギストおよび
光安定剤の具体例としての組み合わせは、ＯＡＢＨ、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１
０、Ｓｅｅｎｏｘ（登録商標）４１２ＳおよびＣｈｉｍａｓｓｏｒｂ　２０２０である。
【００４１】
　以下の実施形態のすべてにおいて、範囲は、ポリマーの約１００重量部あたりである。
一実施形態において、金属不活性化剤は、約０．０５から約１０重量部で含める。他の実
施形態において、金属不活性化剤は、約０．２から約２重量部で含める。ヒンダードフェ
ノールは、約０．０５から約１０重量部で含めることができる。ヒンダードフェノールは
、約０．２から約３重量部で含めることもできる。チオシネルギストは、約０．０５から
約３０重量部で含めることができる。チオシネルギストは、約２から約５重量部で含める
こともできる。含める場合には、光安定剤は、約０．０５から約１０重量部で含めること
ができる。含める場合には、光安定剤は、約０．２から約３重量部で含めることもできる
。
【００４２】
　金属不活性化剤、ヒンダードフェノールおよびチオシネルギストは、組成物が高熱条件
下で銅線と接触しているとき、または他の任意の発熱源と接触しているとき、その組成物
への良好な耐熱性を付与する。驚くべきことに、ＸＬ－１およびＯＡＢＨは、ポリマーの
安定化に関して、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０２４、業界標準、と比較してより有効
であることが判明した。本組成物への光安定剤の追加により、耐熱安定性を有意に改善で
きることが、さらに判明した。
【００４３】
　本発明の組成物は、一般に、ポリマーと金属不活性化剤と一次酸化剤と二次酸化剤とを
ブレンドすることにより製造できる。任意の光安定剤を本組成物の他の成分とともに添加
またはブレンドすることもできる。本組成物は、マスターミックスで、または配合機で製
造することができる。配合は、米国特許第６，５６５，７８４号（これは、本明細書に参
考として組み込まれる）に記載されている。
【００４４】
　本組成物は、ワイヤーおよびケーブル絶縁体、ならびに良好な耐熱性および／または非
変色性が求められる他の製品において使用することができる。最終用途では、本組成物は
、下で詳述するように、例えば押出成形または鋳型成形により、所望の最終形に成形する
ことができる。本組成物は、成形後、架橋することができる。本組成物を架橋する場合、
隣接するポリマー鎖を共有結合により連結させる。
【００４５】
　架橋は、所望される場合には、照射により行うことができる。本組成物は、架橋剤の添
加によって、または加水分解性にすること［これは、グラフト法または共重合法により、
－－Ｓｉ（ＯＲ）3（この場合のＲは、ヒドロカルビルラジカルである）などの加水分解
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性の基をポリマー構造に付加させることによって、達成される］によって、架橋すること
ができる。具体例としての加水分解性の基としては、ビニルトリメトキシシラン、ビニル
トリエトキシシラン、およびガンマ－メタクリルオキシプロピルトリメトキシ－シランが
挙げられ、これらは、上述の有機過酸化物の存在下でポリマーにグラフトすることができ
る。その後、これらの加水分解性ポリマーを、シラノール縮合触媒、例えばジブチル錫ジ
ラウレート、ジオクチル錫マレエート、ジブチル錫ジアセテート、酢酸第一錫、ナフテン
酸鉛およびカプリル酸亜鉛の存在下、湿分によって架橋させる。
【００４６】
　加水分解性グラフトコポリマーの例は、ビニルトリメトキシシランがグラフトされたエ
チレンホモポリマー、ビニルトリエトキシシランがグラフトされたエチレンホモポリマー
、およびビニルトリブトキシシランがグラフトされたエチレンホモポリマーである。加水
分解性シラン－エチレンコポリマーの一例は、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙから入手できるＳｉ－Ｌｉｎｋ　ＤＦＤＡ－５４５１であり、これは、エチレ
ンとビニルトリメトキシシランの一反応器製造コポリマー（a reactor produced copolym
er）である。
【００４７】
　本組成物は、有機過酸化物などのラジカル開始剤でさらに架橋させることができる。適
する有機化酸化物は、例えば、ジクミルペルオキシド；２，５－ジメチル－２，５－ジ（
ｔ－ブチルペルオキシ）ヘキサン；ｔ－ブチルクミルペルオキシド；および２，５－ジメ
チル－２，５－ジ（ｔ－ブチルペルオキシ）ヘキサン－３である。一般に、この有機過酸
化物は、その過酸化物の有意な分解が開始する温度より低い温度で、ロールミル、二軸ス
クリュー混練押出機、またはＢａｎｂｕｒｙ（商標）もしくはＢｒａｂｅｎｄｅｒ（商標
）ミキサーにおいて溶融ブレンドすることにより、ポリマーに配合することができる。過
酸化物は、Plastic Additives Handbook, Gachter et al., 1985の６４６から６４９頁に
記載されているように、それらの半減期温度に基づき、分解について評価する。ポリマー
化合物に有機過酸化物を配合するための別法は、液体過酸化物とポリマーのペレットとを
、ブレンド装置、例えばＨｅｎｓｃｈｅｌ（商標）ミキサーで、またはその有機過酸化物
の凝固点より高く、且つ、その有機過酸化物の分解温度およびポリマーの融解温度より低
い温度で維持される均熱装置、例えば単一ドラムタンブラーで、混合する方法である。有
機過酸化物を配合した後、そのポリマー／有機過酸化物を、例えば、押出機に導入し、そ
れをその押出機で導電体の周囲にその有機過酸化物の分解温度より低い温度で押出して、
ケーブルを成形する。その後、そのケーブルをその有機過酸化物が分解してフリーラジカ
ルを生じさせる温度より高い温度に暴露する。それらのラジカルが、ポリマーを架橋させ
る。
【００４８】
　本発明の組成物を使用する導体、例えばワイヤーまたはケーブルは、様々なタイプ（例
えば、一軸または二軸スクリュー型）の押出機によって作製することができる。配合は、
押出機において行ってもよいし、押し出す前にＢｒａｂｅｎｄｅｒ（商標）ミキサーまた
はＢａｎｂｕｒｙ（商標）ミキサーなどの従来のミキサーにおいて行ってもよい。従来の
押出機の説明は、米国特許第４，８５７，６００（これは、その全文、本明細書に組み込
まれる）において見出すことができる。代表的な押出機は、その上流端にホッパーおよび
その下流端にダイを有する。そのホッパーよって、スクリューを具備するバレルに供給す
る。下流端におけるスクリューの末端とダイの間には、スクリーンパックおよびブレーカ
ープレートがある。
【００４９】
　この押出機のスクリュー部分は、３つのセクション（供給セクション、圧縮セクション
および計量セクション）ならびに２つのゾーン（背面熱ゾーンおよび前面熱ゾーン）に区
分されていると考えられ、これらのセクションおよびゾーンを上流から下流に走行させる
。代案では、複数（２つより多く）の加熱ゾーンが、軸に沿って存在することもあり、そ
れらを上流から下流に走行させる。１つまたはそれ以上のバレルを有する場合、それらの
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バレルは、直列に連結される。各バレルの長さ対直径比は、約１５：１から約３０：１の
範囲である。材料を押出後に有機過酸化物で架橋させる、ワイヤー被覆の場合、クロスヘ
ッドのダイによって、加熱ゾーンに直接供給し、このゾーンを約１３０℃から約２６０℃
の範囲、好ましくは、約１７０℃から約２７０℃の範囲の温度で維持する。
【００５０】
　本発明のもう１つの態様は、ワイヤーおよびケーブル用のジャケットである。本ジャケ
ットは、ワイヤーまたはケーブルの外面保護コーティングとして利用することができる。
本ジャケットは、上で説明した組成物を含む。本ジャケットは、一般に、ワイヤーもしく
はケーブル心線上に、またはその心線と本発明のジャケットの中間の絶縁層上に、直接、
本発明の組成物を押出すことによって製造する。その後、上で説明したような適する手段
で、その組成物を架橋してもよい。
【００５１】
　本明細書で言及する特許は、それら全文、本明細書に参考として組み込まれる。以下の
実施例によって本発明をさらに説明するが、これらの実施例を本発明の範囲の限定と解釈
すべきではない。以下の実施例では、配合物中の成分を重量パーセントで与えており、こ
れに対して、上述および特許請求の範囲では、成分をポリマーの１００重量部あたりの重
量部で与えていることに注意しなければならない。
【００５２】
（実施例１～４）
　比較サンプル（ＣＳ）Ａ～Ｂおよび実施例（Ｅｘ．）１～４の配合物は、２５０ｍＬ 
Ｂｒａｂｅｎｄｒミキサーに材料を充填し、それらの材料を３分間、約９５～１１０℃の
融解温度で溶融混合することによって、調製した。その後、Ｂｒａｂｅｎｄｅｒ調製配合
物を公称５０ミルのプラークにプレスし、油圧プレスのもとで１５分間、１８０℃で硬化
させた。そのプラークからドッグボーン型試験片を切り抜き、Ｉｎｓｔｒｏｎ機を使用し
て毎分２０”の引張速度で引張特性を測定した。
【００５３】
　比較サンプルＡ～Ｂおよび実施例１～４の配合物を下の表１に示す。比較サンプルＡお
よび実施例１～２は、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０２４（比較例Ａにおいて使用）と
ＯＢＡＨ（実施例２において使用）の両方が、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１０およ
びＣｙａｎｏｘ（登録商標）ＳＴＤＰを使用するときに耐熱性およびポリマーの色の安定
性をもらすために、ＸＬ－１（実施例１において使用）ほど有効でないことを示す。実施
例１の配合物の強化された耐熱性は、例えば、その優れた破断点引伸び率および優れた破
断点引張伸び残率によって示される。１８０℃オーブン内で１４日後、実施例１は、比較
サンプルＡについての３０％および実施例２についての１２％に対し、５７％の破断時引
張伸び率を有した。１８０℃オーブン内で１４日後、実施例１は、比較サンプルＡについ
ての１８％および実施例２についての６％に対し、７３％の破断点引張伸び残率を有した
。
【００５４】
　ポリマーの色の安定性については、１８０℃での１４日の熱老化後、実施例１配合物の
色は、淡色のままであり、これに対して、比較サンプルＡおよび実施例２の配合物は、暗
色になってきた。
【００５５】
　Ｃｙａｎｏｘ（登録商標）１７９０およびＳｅｅｎｏｘ（登録商標）４１２Ｓを使用し
たとき、比較サンプルＢおよび実施例３～４は、ＸＬ－１（実施例３において使用）およ
びＯＡＢＨ（実施例４において使用）が、ポリマーの安定化に関して、Ｉｒｇａｎｏｘ（
登録商標）１０２４（比較サンプルＢにおいて使用）より有効であることを示す。実施例
３および４の配合物の強化された耐熱性は、例えば、それらの優れた破断点引張伸び率お
よび優れた破断点引張伸び残率によって示される。１８０℃オーブン内で１４日後、比較
サンプルＢについての４８％に対し、実施例３は、９０％の破断点引張伸び率を有し、実
施例４は、１４４％の破断点引張伸び率を有した。１８０℃オーブン内で１４日後、比較
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サンプルＢについての２５％に対し、実施例３は、８０％の破断点引張延び残率を有し、
実施例４は、７１％の破断点引張延び残率を有した。
【００５６】
　ポリマーの色の安定性については、１８０℃で１４日の加熱後、実施例３および４の配
合物の色は、淡色のままであり、これに対して比較サンプルＢの配合物は、暗色であった
。
【００５７】
　これらの実験は、ＸＬ－１が最も有効な金属不活性化剤であり、一方、Ｉｒｇａｎｏｘ
（登録商標）１０２４が最も有効でない金属不活性化剤であることを示している。
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【表１】

　1Ｓａｒｔｏｍｅｒ　ＳＲ　３５０は、１，３－プロパンジオール，２－エチル－２－
ヒドロキシメチル－，トリメタクリレート（ＣＡＳ　３２９０－９２－４）であり、ペン
シルバニア州、エクストンのＳａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手することができ
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る。
　2Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１０ＦＦは、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１０
（粉末形）の易流動形であり、（ペンタエリトリチル－テトラキス［３－（３，５－ジ－
ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］（ＣＡＳ　６６８３－１
９－８）であり、ニューヨーク州、タリータウンのＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓから入手することができる。
　3Ｃｙａｎｏｘ（登録商標）１７９０は、１，３，５－トリス（４－ｔｅｒｔ－ブチル
－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）－１，３，５－トリアジン－２，４，６
－（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）－トリオン（ＣＡＳ　４０６０１－７６－１）であり、ニュージ
ャージー州、ウエストパターソンのＣｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．から入
手することができる。
　4Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０２４　ＦＦは、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１
０（粉末形）の易流動形であり、１，２－ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒ
ドロキシヒドロシンナモイル）ヒドラジン（ＣＡＳ　３２６８７－７８－８）であり、ニ
ューヨーク州、タリータウンのＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから
入手することができる。
　5Ｎａｕｇａｒｄ（登録商標）ＸＬ－１は、２，２’－オキサミドビス［エチル３－（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］（ＣＡＳ　
７０３３１－９４－１）であり、コネチカット州、ノーガタックのＣｒｏｍｐｔｏｎ　Ｃ
ｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手することができる。
　6ＯＡＢＨは、オキサリルビス（ベンジリデンヒドラジン）（ＣＡＳ　６６２９－１０
－３）であり、テネシー州、キングポートのＥａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙから入手することができる。
　7Ｓｅｅｎｏｘ（登録商標）は、ペンタエリトリトールテトラキス（Ｂ－ラウリルチオ
プロピオネート）であり、ルイジアナ州、ハーンヴィルのＣｒｏｍｐｔｏｎ　Ｃｏｒｐｏ
ｒａｔｉｏｎから入手することができる。
　8Ｃｙａｎｏｘ（登録商標）ＳＴＤＰは、ジステアリルチオプロピオネート（ＣＡＳ　
６９３－３６－７）であり、ニュージャージー州、ウエストパターソンのＣｙｔｅｃ　Ｉ
ｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．から入手することができる。
　9ＶｕｌＣｕｐ　Ｒは、α－α”－ビス（ｔｅｒｔ－ブチルペルオキシ）－ジイソプロ
ピルベンゼンであり、ペンシルバニア州、アンバーのＧｅｏ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓから入手することができる。
【００５８】
（実施例５～８）
　実施例５～８の配合物は、２５０ｍＬ Ｂｒａｂｅｎｄｅｒミキサーに材料を充填し、
それらの材料を３分間、約９５～１１０℃の融解温度で溶融混合することによって調製し
た。その後、これらのＢｒａｂｅｎｄｅｒ調製配合物を公称４０ミルのプラークにプレス
し、油圧プレスのもとで１５分間、１８０℃で硬化させた。そのプラークからドッグボー
ン型試験片を切り抜き、Ｉｎｓｔｒｏｎ機を使用して毎分２０”の引張速度で引張特性を
測定した。
【００５９】
　それらの配合物を下の表２に示す。実施例５と実施例８の比較により、Ｓｅｅｎｏｘ（
登録商標）４１２Ｓを含有する配合物（実施例８）は、ＤＳＴＤＰを含有する配合物（実
施例５）より良好な引張伸び残率および色の安定性をもたらすことが証明される。実施例
８の配合物の強化された耐熱性は、例えば、その優れた破断時引張伸び率および優れた引
張伸び残率によって示される。１８０℃オーブン内で２１日後、実施例８は、実施例５に
ついての１３％に対し、１０７％の破断時引張伸び率を有した。１８０℃オーブン内で２
１日後、実施例８は、実施例５についての１３％に対し、４８％の破断時引張伸び残率を
有した。
【００６０】
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　ポリマーの色の安定性については、１８０℃で２１日加熱後、実施例８の配合物の色は
、４（暗いベージュ色）にランクされ、これに対して実施例５の配合物は、６（褐色）に
ランクされた。
【００６１】
　これらの配合物は、ＸＬ－１またはＯＡＢＨとＩｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１０お
よびＳｅｅｎｏｘ（登録商標）４１２Ｓとの併用が、ＸＬ－１またはＯＡＢＨとＣｙａｎ
ｏｘ（登録商標）１７９０およびＳｅｅｎｏｘ（登録商標）４１２Ｓとの併用より良好な
引張伸び残率および保色をもたらすことも示す。実施例８の配合物（Ｉｒｇａｎｏｘ（登
録商標）１０１０、ＸＬ－１およびＯＡＢＨ）の強化された耐熱性は、例えば、実施例６
（Ｃｙａｎｏｘ（登録商標）１７９０、ＸＬ－１およびＳｅｅｎｏｘ（登録商標）４１２
Ｓ）と比較したときのその優れた破断時引張伸び率および優れた引張伸び残率によって示
される。１８０℃オーブン内で２１日後、実施例８は、実施例６についての２２％に対し
、１０７％の破断時引張伸び率を有した。１８０℃オーブン内で２１日後、実施例８は、
実施例６についての１２％に対し、４８％の破断時引張伸び残率を有した。
【００６２】
　実施例９の配合物（Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１０、ＯＡＢＨおよびＳｅｅｎｏ
ｘ（登録商標）４１２Ｓ）の強化された耐熱性は、例えば、実施例７（Ｃｙａｎｏｘ（登
録商標）１７９０、ＯＡＢＨおよびＳｅｅｎｏｘ（登録商標）４１２Ｓ）と比較したとき
のその優れた破断時引張伸び率および優れた引張伸び残率によって示される。１８０℃オ
ーブン内で２１日後、実施例９は、実施例７についての１８％に対し、６９％の破断時引
張伸び率を有した。１８０℃オーブン内で２１日後、実施例９は、実施例７についての９
％に対し、３５％の破断時引張伸び残率を有した。
【００６３】
　ポリマーの色の安定性については、１８０℃で２１日加熱後、実施例６、８および９の
配合物の色は、４（暗いベージュ色）にランクされ、これに対して実施例７の配合物は、
５（淡い褐色）にランクされた。
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【００６４】
（実施例１０～１３）
　実施例１０～１３の配合物を下の表３に示す。過酸化物が存在しないこれらの配合物を
バッチ式配合機において７分間、１１０から１５０℃で調製した。その後、それらのバッ
チ調製配合物に過酸化物を二本ロールミルセットにより約１００℃で添加した。その後、
それらの配合物を、ワイヤー押出しのために、顆粒にした。ポリエチレン計量スクリュー
を備えた２．５”押出機（２０：１ Ｌ：Ｄ）にそれらの顆粒状配合物を供給し、１６ミ
ルの壁厚で１８ ＡＷＧ／７標準裸銅線上に押出した。押出されたワイヤーを、ＣＶ管に
おいて約２００℃で、３０秒の滞留時間で硬化させた。これらのサンプルを、１５０℃で
の１０日（２４０時間）熱老化および１２５℃での１８週（３０００時間）熱老化に付し
た。試験期間終了時、それらの試験サンプルを、室温で、１／４”の心棒の周りに３回巻
きつけ、その後、１分間、５重量％の塩水中、１ｋＶでの耐電圧試験（修正ＩＳＯ　６７
２２試験プロトコル）に付した。実施例１１と実施例１２の比較により、ＸＬ－１（実施
例１１）は、耐熱性および色の安定性に関してポリマー組成物を安定化する点で、ＯＡＢ
Ｈ（実施例１２）より有効な金属不活性化剤であることが、証明される。１２５℃での１
８週間（３０００時間）のオーブン老化後、実施例１１の配合物は、オフホワイトの色を
有し、これに対して実施例１２の配合物は、暗褐色を有した。加えて、１２５℃での１８
週間（３０００時間）のオーブン老化後、実施例１１の配合物は、上で説明した巻きつけ
および１ｋＶでの耐電圧試験に合格し、これに対して実施例１２の調合物は、不合格であ
った。１５０℃試験での１０日間（２４０時間）のオーブン老化後、実施例１１の配合物
は、オフホワイトの色を有し、巻きつけおよび１ｋＶでの耐電圧試験に合格し、これに対
して実施例１２の配合物は、暗褐色を有し、巻きつけおよび１ｋＶでの耐電圧試験に不合
格であった。
【００６５】
　さらに、実施例１２と実施例１３の比較により、ＯＡＢＨを含有する配合物にヒンダー
ドアミン光安定剤（Ｃｈｉｍａｓｓｏｒｂ（登録商標）２０２０）を添加したとき、耐熱
安定性および色の安定性が、有意に改善されたことが証明される。１２５℃での１８週間
（３０００時間）のオーブン老化においても、１５０℃試験での１０日間（２４０時間）
のオーブン老化においても、実施例１３（Ｃｈｉｍａｓｓｏｒｂ（登録商標）２０２０）
は、オフホワイトであり、巻きつけおよび１ｋＶでの耐電圧試験に合格し、これに対して
実施例１２（Ｃｈｉｍａｓｓｏｒｂ（登録商標）２０２０不含）は、暗褐色であり、巻き
つけおよび１ｋＶでの耐電圧試験に不合格であった。
【００６６】
　実施例１０と実施例１１の比較により、ＸＬ－１、Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０１
０およびＳｅｅｎｏｘ（登録商標）４１２Ｓの併用（実施例１１）は、ポリマーの安定化
に関して、ＸＬ－１、Ｃｙａｎｏｘ（登録商標）１７９０およびＳｅｅｎｏｘ（登録商標
）４１２Ｓの併用（実施例１０）より有効であることが、証明される。１２５℃試験での
１８週間（３０００時間）のオーブン老化において、実施例１１は、オフホワイトであり
、巻きつけおよび１ｋＶでの耐電圧試験に合格し、これに対して実施例１０は、暗褐色で
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あり、巻きつけおよび１ｋＶでの耐電圧試験に不合格であった。１５０℃試験での１０日
間（２４０時間）のオーブン老化において、実施例１１は、オフホワイトであり、巻きつ
けおよび１ｋＶでの耐電圧試験に合格し、これに対して実施例１０は、白色であり、巻き
つけおよび１ｋＶでの耐電圧試験に合格した。
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【表３】

　1Ｃｈｉｍａｓｓｏｒｂ（登録商標）２０２０は、１，６－ヘキサンジアミン，Ｎ，Ｎ
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’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）－ポリマーと２，４，６
－トリクロロ－１，３，５－トリアジンとＮ－ブチル－１－ブタンアミンおよびＮ－ブチ
ルー２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジンアミンとの反応生成物（ＣＡＳ　１
９２２６８－６４－７）であり、ニューヨーク州、タリータウンのＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉ
ａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから入手することができる。
【００６７】
　さて、本発明を、多少特定的に説明し、例示してきたが、説明してきたものに、変型、
追加および削除をはじめとする様々な変更を施すことができることは、当業者には理解さ
れるであろう。従って、これらの変更も本発明に包含され、本発明の範囲は、添付のクレ
ームと合法的に一致する最も広い解釈によってのみ限定されると解釈する。
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